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OCI IAMへの移行: 

Oracle IDCSの利用者が知っておく

べきこと 

 
OracleはOracle Identity Cloud Service（IDCS）の機能を、OCI ネイティブのOracle Cloud 

Infrastructure Identity and Access Management（OCI IAM）サービスに統合しました。

IDCSは独立したサービスとして提供されなくなりましたが、すべての特徴と機能は引き続きOCI 

IAMの一部として存在します。OCIのネイティブサービスとして、お客様はパフォーマンスとスケール

の向上、よりグローバルな地域での即時利用、そして地域をまたぐ新しいディザスターリカバリー機

能を享受することができます。 

 
OCI IAM とは? 

OCI IAMは、Oracle Cloudのアクセス制御プレーンです。OCI と Oracle Cloud 

Applications のためのOCIネイティブな認証サービスとポリシーエンジンであり、ネットワーク、

コンピュート、ストレージ、アナリティクスなどのOCIリソースへのアクセスを管理するために使わ

れています。 

 

 

IDCSとOCI IAMで何が変わったのか? 

オラクルは最近、IAMの機能と性能をより広範に提供するOCI IAMサービスの新機能を利用できるように

しました。このアップグレードされたサービス・リリースの一部として、既存のOracle Identity Cloud 

Service（IDCS）のすべての特徴と機能がOCI IAMに統合されました。IDCSは別個の独立したPaaSサ

ービスとしては提供されなくなりましたが、そのすべての機能と性能はアップデートされたOCI IAMサービスの

中で機能し続けます。 

OCI IAMは、以下の主要機能を提供します: 

• OCI IAMは、Oracle Cloudの重要なアクセス制御プレーンとして機能し続けます。 

• Oracle Cloud Applications (SaaS)は、ネイティブIAMサービスとしてOCI IAMを標準

的に利用することが期待されています。 

 

 

 

その他のリソース 

OCI IAM の詳細については、以下を

参照してください: 

⚫ Oracle Cloud 

Infrastructure Identity 

and Access Management 

ドキュメント 

⚫ OCI Identity and Access 

Management ソリューション 

ページ (英語)  

⚫ Identity Cloud Service  

ドキュメント 

⚫ Oracle Cloud Security 

Blog (英語)  

 

https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/Identity/Concepts/overview.htm
https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/Identity/Concepts/overview.htm
https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/Identity/Concepts/overview.htm
https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/Identity/Concepts/overview.htm
https://www.oracle.com/security/cloud-security/identity-cloud/
https://www.oracle.com/security/cloud-security/identity-cloud/
https://www.oracle.com/security/cloud-security/identity-cloud/
https://www.oracle.com/security/cloud-security/identity-cloud/
https://docs.oracle.com/cd/E83857_01/paas/identity-cloud/index.html
https://docs.oracle.com/cd/E83857_01/paas/identity-cloud/index.html
https://blogs.oracle.com/cloudsecurity/category/ocs-identity-and-access-management
https://blogs.oracle.com/cloudsecurity/category/ocs-identity-and-access-management
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• OCI IAMは、複雑なハイブリッドIT環境における企業のアイデンティティおよびアクセス管

理（IAM）の幅広いユースケースをサポートします。 

• OCI IAMは、カスタムアプリケーションやコンシューマーアプリケーション向けに、開発者が使

いやすいIAMエンジンを提供します。. 

新サービスは、これらの主要なIAM機能において管理とユーザー体験を統一することで、管理の簡素化、

所有コストの削減、価値実現までの時間の短縮を支援します。このサービスは、クラウドとオンプレミスの両

方に対応し、さまざまなIAMに対応できる柔軟性を備えています。 

クラウドとオンプレミスの両方に対応し、従業員、パートナー、コンシューマーの各用途におけるさまざまな

IAMユースケースに対応する柔軟性を備えています。OCIのネイティブサービスとして、お客様はOCI IAMの

多様な機能セットを、様々な地域のユースケースで利用することができます。この新サービスは、高いパフォ

ーマンスと信頼性、安定性を備えたOCIインフラストラクチャで提供されます。 

 

すべての OCI テナントが、アップグレードされた OCI IAM Identity Domains に移行されます。以前から存

在していたIDCSインスタンス（ストライプ）は、Identity DomainsとしてOCIコンソールで利用できるように

なりす。IDCSインスタンスはOCIテナントに移行されるため、ほとんどのOCI利用者は、自動フェデレートされ

ているIDCSインスタンスがOracleIdentityCloudServiceというルート・コンパートメントのIdentity 

Domainsになったことを確認できます。 

以前はIDCSインスタンスとして存在していたドメインのアプリケーション、ユーザー、グループ、またはOCIテナ

シーのローカルユーザーには、必要な変更はありません。 

更新された OCI IAM サービスでは、Identity Domainsが導入されます。 

• Identity Domainsは、次世代のIDCSインスタンス（ストライプ）です。既存の各IDCS

インスタンスは、Identity Domainsに変換されます。 

• 各OCI IAM Identity Domains は、別個のアイデンティティおよびアクセス管理ソリュー

ションとして定義されます。 

• 各Identity Domainsは、異なるユーザーセットを保持しますが、特定のユースケースで

は、ユーザーが複数のドメインに存在することが必要になる場合があります。 

• Identity Domainsはそれぞれ独自の設定、構成、およびセキュリティ・ポリシーを持ち、

最適なセキュリ ティを確保します。 

• OCI IAM は、従業員、パートナー、コンシューマー、ほぼすべての IAM ユースケースをカ

バーする柔軟性を備えた Identity-as-a-Service (IDaaS) ソリューションです。 
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既存のIDCS（Identity Cloud Service）インスタンスにどのような影響があるのか？ 

Oracle Identity Cloud Service (IDCS) のお客様は、IDCS が提供するエンタープライズレベルの IAM 

機能をよく知って頂く必要があります。今回の移行の一環として、既存のIDCSの特徴や機能が変更され

ることはありません。IDCSは、Oracle Cloud Infrastructure Identity and Access Management

（OCI IAM）の不可欠なコンポーネントとなります。 

OCIのネイティブサービスとして、OCI IAMは一貫した高いパフォーマンス、エンタープライズ規模のスケーラ

ビリティ、Oracleグローバル・クラウド全地域での可用性、および広範なコンプライアンス遵守とセキュリティ

認証を提供するインフラを利用することになります。 

OCI IAMサービスは、多数のサードパーティアプリケーションへのアクセスを管理するスタンドアロンIDaaS

（Identity-as-a-Service）ソリューションの提供など、現在のIDCSのすべてのユースケースに引き続き

対応します。OCI IAMに移行するIDCSのお客様は、他のOCIサービスを利用する必要はなく、これまで

IDCSが提供していたサービスを引き続き利用することができます。 

上述の通り、既存のIDCSインスタンスは、Identity DomainsとしてOCIコンソール上で利用できるように

なります。 

 
IDCSをご利用のお客様へ、OCI IAMの新機能のご紹介 

OCI IAMへの移行とIdentity Domainsの導入により、OCI IAMサービスにIDCSの機能がネイティブで追

加されます。以下は、その内容です。 

• 管理エクスペリエンスの向上：ID管理は、OCI管理コンソールの「Identity & Security 

> Domains」というナビゲーションメニューから利用できるようになります。管理者は、ユー

ザー、グループ、アプリケーション、セキュリティ設定、およびその他の設定を管理するため

に、IDCSで使用されているのと同じ一連の機能を使用できます。 

• 既存のユーザー、ポリシー、設定、アクセスへの影響はありません：既存のセキュリティ

コントロールとポリシーは、引き続き期待通りに機能します。機能が削除されることも、ポ

リシーの設定が変更されることもありません。セキュリティ設定やユーザーエクスペリエンスに

影響を与えることはありません。 

• ディザスターリカバリー：ほとんどの地域で、OCI IAM はOCI リージョン全体が使用不

能になった場合のために Identity Domains のデータを保護する、リージョンをまたいだ

災害復旧機能(Disaster Recovery)を備えています。これは、既存のアプリケーションの

変更や更新を必要としません。 
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アップグレード後のガイダンス 

OCI IAMへの移行とIdentity Domainsの導入により、OCI IAMサービスにIDCSの機能がネイティブで追

加されます。以下は、その内容です。 

• 管理者アクセス：IDCSインスタンスはIdentity Domainsを通じてOCIの一部となったた

め、OCI AdministratorsグループのメンバーはOCI IAM Identity Domainsを管理す

るための完全なアクセス権を持つことになります。お客様は、このグループの使用が自社

のセキュリティ・ポリシーと一致していることを確認する必要があります。 

• 各OCIテナンシーには、デフォルトでテナンシーAdministratorsグループのメン

バーであるAdministratorアカウントが含まれます。Administrators グループ

は、テナント全体へのフルアクセスを許可します。したがって、Administratorア

カウントを日常的な管理に使用しないことがベストプラクティスであり、テナント

のAdministratorsグループは緊急のシナリオのために確保されるべきです 

• 初期設定後にそれに用いたアカウントの使用をやめ、代わりにそのアカウントに

複雑なパスワードを設定し、物理的な金庫のような安全な場所に認証情報

を安全に保管するのが良い方法です。 

 

 

詳細な情報はどこで入手できますか？ 

詳細については、OCI IAM 製品ドキュメントをご覧になるか、Oracle Identity and Access 

Management Web ページを参照してください。 
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Oracle Digital 

Oracle Digitalはオラクルの製品やクラウドサービスのご購入・ご導入に関するご相談窓口です。お問い合わせ後はお

客様ごとに担当営業が付き、オラクル製品/サービスの導入をご支援しますフリーダイヤル 0120-155-096 

受付時間 月～金 9:00-12:00 / 13:00-17:00（祝日および年末年始休業日を除きます） 

Webフォーム、チャットでのお問い合わせは oracle.com/jp/contact-us 

 

 

 blogs.oracle.com/oracle4engineer/                   facebook.com/OracleJP/                    twitter.com/Oracle_Japan 
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